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ある 日、 例の ごとく 半 七 老人 を 赤 坂の 家に たずねる 

と、 老人 は あたかも 近所の 碁会所から 帰って来た 所で 

あった。 

「あなた は 碁が お好きで すか」 と、 わたし は 訊いた。 

「いいえ、 別に 好きと いう 程で もな く、 いわゆる 

かみゆいどこ 

髪 結 床 将棋のお 仲間です がね」 と、 半 七 老人 は 笑った。 

ひまじん 

「御 承知の 通りの 閑人で、 からだの 始末に 困って いる。 

といって、 毎日 あても 無しに ぶらぶら 出歩いても いら 

れな いので、 まあ、 暇潰しに 出かける と 云う だけの 事 



て も 離れない。 

こうなる と、 猫 は 気が狂った のか、 さもなければ 〔# 

「さもなければ」 は 底本で は 「さもな けれ は 匕 薄雲 を 魅 込 

ん だのだろう と 云う ことにな つて、 主人 は 脇差 を 持つ 

て 来て、 猫の 細 首 を 打ち落と すと、 その 首 は 風呂場へ 

飛び込みました。 見る と、 風呂場の 竹 窓の あいだから 

一 匹の 大きい 蛇が 這い 降りようと している。 猫の 首 は 

のど くら 

その 蛇の 喉に 啖ぃ 付いた ので、 蛇も堪 まらず ど さりと 

たんぽ 

落ちる。 その 頃の 吉原は 今と 違って、 周囲に 田圃 や 草 

原が 多い ので、 そんな 大きな 蛇が 何処から か 這い 込ん 

で 来たと みえます。 猫 は それ を 知って 主人 を 守ろうと 



庫に 納まって いました。 この 伊勢屋 は 旧い 店で、 暖簾 

に 柘榴を 染め出して あるので、 普通に 柘榴 伊勢屋。 こ 

れ にも 由来が あるので すが、 あまり 長くな ります から 

略す ことにして、 ともかく もこの 伊勢屋で は 先代の 頃 

から 薄雲の 碁盤と いうの を 持って いました。 物好きに 

買った ので はなく、 商売の 質流れで 自然に 引き取る マ J 

とに なった のです。 

そこで、 養玉院 にある 高 尾の 碁盤と 将棋盤、 これ は 

今日まで 別条 無しに 保存され ている のです が、 一方の 

薄雲の 方 は 大いに 別条 ありで、 それが 為に わたくし 共 

も ひと 汗 かくよう な 事件が 出来 しました」 



昔 はと かくに こんな 怪談め いた 噂が 伝わった ものです。 

又、 そういう 因縁 付きの 品に は、 不思議に 何 かの 事件 

が 付き まとう ものです。 

お 話 は文久 三年 十一 月、 あらためて 申す まで も あり 

ません が、 その 頃 は 幕末の 騒がしい 最中で、 押 込み は 

つけび 

流行る、 辻斬り は 流行す る。 放火 は 流行る。 将軍家 は 

二月に 上 洛、 六月に 帰府、 十二月に は 再び 上洛の S が 

さる わか まち 

ある。 猿 若 町の 三 芝居 も 遠慮の 意味で、 吉例の 顔 見 世 

狂言 を 出さない。 十一 月 十五 日、 きょうは 七五三の 祝 

い 日 だと 云う のに、 江戸 城の 本丸から 火事が 出て、 本 

じんき 

丸と 二の丸が 焼ける。 こんな 始末で 世間の 人気 は 甚だ 



こに 何 かの 秘密がない と は 限らない。 半 七 は 住職に 

逢って いろいろの 質問 を 試みた 後に、 いずれ 又まい り 

ますと 挨拶して、 門前町の 霜 どけ 路へ 出た。 

「 い い 塩梅に 風が ち つ と ffl ぎました ね」 と、 松 吉は云 つ 

た。 

ひる 

「もう 午 だ。 そこらで 飯で も 食おう」 

半 七 は 先き に 立って、 近所の 小 料理屋の 二階に あ 

がった。 跳え 物の 来る あいだに、 松吉は 小声で 訊いた。 

「親分。 どうです、 見込み は …… 」 

きせる 

「まだ 見当が 付かね え」 と、 半 七 は 煙管 を 下に 置いた。 

かたぎ 

「首 だけで も 大抵 見当 は 付く。 あの 女 は 確かに 堅気の 



と 云って いました」 

お 俊と 鼠と、 それ を 結び付けて 考えても、 差し あた 

りい い 知恵が 出そう もない ので、 ほかに 二、 三のう わ 

さ 話 を 聞いた 後、 半 七ら は 角屋の 小僧に 案内 させて、 

お 俊の あき 家 を 一応 あらため たが、 ここに はなん の 獲 

物 もなかった。 

r 柘榴 伊勢屋 の 亭主 は 船遊びが 好きで、 お 俊が 柳 橋に 

いる 頃から、 一緒に 大 川へ 出た ことがある そうだと、 



…：- J 

ことしの 三月、 伊勢屋の 亭主 由 兵衛は 万力 を 連れて 

三 州屋へ 来たが、 花見 どきで はあり、 天気 はいいので、 

大抵の 芸者 はみ な 出払って、 お 馴染のお 俊 も 家に いな 

かった。 しかし 前からの 約束で もない ので、 由 兵衛は 

や ぼ 

それ を かれこれ 云う ほどの 野暮で もなかった。 ほかの 

芸者 二人と 万力と を 連れて、 屋根 船を徳 次に 漕がせて 

大川 をの ぼった。 向島から 堤へ あがって、 今が 花盛り 

の 桜 を 一日 見物して、 日の 暮れる 頃に 漕ぎ 戻って 来る 

と、 あいにくに 桟橋の きわに は 一 一、 三艘の 船が 落ち合つ 

て、 伊勢屋の 船 を 着ける ことが 出来ない。 船頭 同士が 



「親分、 どうし ますね」 と、 三 州屋を 出る と 松 吉は訊 

いた。 きょう ももう 八ッ (午後 二 時) 過ぎで、 寒い 風 

が 又 吹き出して 来た。 

「強情な よう だが、 おれ はま だ 思い切れ ねえ」 と、 半 

七 は 考えながら 云った。 「殺された の はお 俊で、 殺し 

たの は 万力 だ」 

うち 

「碁盤 はお 俊の 家に あつたので しょうか」 

「まあ、 そうだろ うね。 伊勢屋 は 旧い 質屋 だから、 流 



被害者 はお 俊、 この 推定 はどうしても 動かない と 彼 は 

思 つ た。 

したまち 

木枯し は 夜通し 吹きつ づけて、 明くる 朝 は 下町 も 一 

面に 凍って いた。 その 五ッ (午前 八 時) 頃に 松 吉は寒 

そうな 顔 をみ せた。 

「なるほど 親分の 眼 は 高け え。 やっぱりお 俊ら しゅう 

ござんす よ。 なにしろ、 あの 碁盤 は 伊勢屋から 出た も 

のに 相違ありません。 近所の 同 商売の 者に 訊いて みる 

と、 柘榴 伊勢屋に は 先代から 薄雲の 碁盤と いう 物が あ 

るそう です。 その 碁盤に は、 猫の 魂が 宿って いて、 そ 

れを 置く と 鼠が 出ない と 云う ので …… 」 



ひる 

午過ぎに なっても お 俊の 姿 は 見えない ので、 手伝い 

の 連中 も 待ちくたびれて、 深 川の 伊勢屋へ 知らせに 行 

きました。 それ は 二十 三日の 七ッ (午後 四時) 近い 頃 

で、 もう 其の 頃に は 小 栗の 屋敷の 噂が 深 川へ も 響いて 

いました。 そこで、 由兵衛 ははつ と 思った が、 もう 遅 

い。 万力 はや はり 姿 を 見せない ので、 何が 何やら 判ら 

ない。 迂闊に 立ち騒い では 外聞に も 拘わる ので、 ひそ 

かに 胸 を 痛めながら 由 兵衛は ぼんやりと 一 一、 三日 を暮 

らして いた。 そのほかの 事 はなん にも 知らないと 云う 

のです。 



こう 云う と、 ひどく 手 鈍い ようです が、 相当の 大家 

では 世間の 外聞と いう もの を 気に かけます。 殊に それ 

が 妾の 一 件 だ なぞと 云う と、 猶 さら 世間体 を 気遣う の 

で、 伊勢屋の 主人 もどう していい か 途方に 暮れて、 ま 

あ 黙って 成り行き を 窺って いたのでしょう。 こうなる 

と、 主人の 由 兵 衛に科 はない わけで、 ひとまず 自分の 

うち- 

家へ 下げて やりました」 

「下手人 はや はり 万力です ね」 

「万力 は 野 州 鹿 沼 在の 者で、 それから 江戸 を 立ちの い 

て、 故郷の 叔父 や 兄に 暇乞い をした 上で、 蓮 行 寺と い 

う 菩提寺に 参詣し、 家 代々 の 墓の 前で 切腹し ました。 



だま 

う。 うつか リ瞞 されて 一 つ 目の 橋の 上まで 来る と、 人 

通リ のない の を 見す まして、 万力 は 不意にお 俊の 喉 を 

絞めました。 相撲の 力で 絞められ ちゃ ぁ堪 まりません。 

お 俊 は 半死半生で ぐったり となった の を、 万力 は 背中 

に 負って、 回向 院 前の 自宅へ 帰りました。 

とリ て. S 

万力 は 男 世帯で、 家に は 黒松と いう 取 的が いる だけ 

です。 その 黒松に 手伝わせ てお 俊の 首 を 斬り 落とし、 

死骸 は 床下に 埋めました。 これで 先ずお 俊 は 片付けて 

しまい ましたが、 もしゃ 銀 之 助が 泊まりに でも 来て い 

るかと、 万力 は 夜更けに お 俊の 家へ 忍び込み ましたが、 

誰も いないので 空しく 引つ 返しました。 隣り の 駒吉が 
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